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国連調達は2兆円(18billion USD) 規模のマーケット

2



国連調達上位10か国　(中国 23位, 韓国 27位, 日本 34位)
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国連調達を取り巻く昨今のトレンド
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▪ 国連調達は過去9年に於いて右肩上がりの市場 (from 1.3bil to 1.8bil)
▪ 登録企業が急増中。現在16万以上の企業が登録しており、これは2014年度

比で330％増。2018年度は第一四半期だけで前年度比10％増。

▪ 政府からのUNGMビジネスセミナー参加依頼が増加中。中国だけでも2018年
5都市で開催。

▪ 政府や産業界から、自国企業が更なる国連調達に携わるための方針策定や

戦略作りのため、国連調達データへのアクセスに関する強い要望があがって

いる。ポータルサイトの開発中。



UN Global Marketplace (UNGM)とは
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▪ UNGMは29国連機関が登録している国連調達のプラットフォーム。

▪ 90年代にInter-Agency Procurement Working Group (現the High Level 
Committee on Management‘s Procurement Network)下で組織される。

▪ 企業がそれぞれ各国連機関の調達部門に登録せずとも、1回の登録でほぼ全

ての国連機関に登録出来る窓口。99%の国連調達の情報が集まる。

現在加盟の29国際機関

ADB /AfDB /CTBTO /FAO /IAEA /ICAO /IFAD /ILO /ITC /ITU /IMO /OPCW 
/PAHO /UNSecretariat /UNWomen /UNAIDS /UNDP /UNESCO /UNFPA 
/UNHCR /UNICEF /UNIDO /UNOPS /UNRWA /WFP /WHO /WIPO /WMO 
/WTO

*UNGMから委託を受けてUNOPSがUNGMのAdministration/Implementation等サービスを行っている



日本における

国連調達と課題
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日本企業の国連調達の課題
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エントリーポイントであるUNGMの

活用不足



UNGMのWebsiteでは調達データが開示されている
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過去の国連調達結果

4,118件
現在の公示
55,399件

現在の国連調達公示情報に

誰もが登録なしで

アクセスできる。
*2018年6月20日時点

過去の国連調達公示情報に

誰もが登録なしで

アクセスできる。

(2008年以降)
*2018年6月20日時点



UNGMデータを活用すれば。。。
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御社の商品とサービスを調達している

1)国際機関は？

2)調達は本部か国事務所か？

3)競合はどこか？

4)市場規模はどのくらいか？



1. 過去データの使い方
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1.1 www.ungm.orgをクリック

1.2 Contract Awards をクリック

http://www.ungm.org/


1. 過去データの使い方：Keyword編
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▪ 1.3　検索ページでKey word、例えばMalaria
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1. 過去データの使い方: Criteria編
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▪ 1.4　検索ページでShow more criteriaをクリック



1. 過去データの使い方:Criteria編
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▪ 1.4　検索ページでSelect UNSPSCをクリック



1. 過去データの使い方:Criteria編
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▪ 1.4　検索ページでSelect UNSPSCをクリック



2. 現在公示データの使い方
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2.1 www.ungm.orgをクリック

2.2 Business Opportunitiesをクリック

http://www.ungm.org/


2. 現在の公示データの使い方
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▪ 2.3 Show more criteriaをクリック



2. 現在の公示データの使い方
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国連調達への期せぬ障害
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517社
日本企業がUNGMに登録

そのうち

89社
が登録不完全で国連側から

見えていない。

理由：登録情報が不完全なため。

13社
UNGMアラートサービスに登録

数社有効活用出来ていない例が見受けられる。

例えば、医療CTスキャナーの場合。

大項目だけで登録すると、一ヶ月*に

833件の入札情報が届く（医薬品等含）。

正しい項目だけを登録すれば、

5件のCTスキャナーに関する入札情報が届く。

*2018年4月の例
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UNGMまとめ
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▪ UNGM登録なしでも、過去調達情報や現在の公示情報を

集めて、マーケット分析は出来る

▪ UNGM登録は国連調達のエントリーポイント

▪ UNGMテンダーアラートで、自動的な公示案内が届く



UNOPSと
調達を行うには



UNOPS
平和構築、人道支援、開発分野等における
プロジェクトの実施管理、調達、インフラ整備等を行
う国連機関。

（国連プロジェクトサービス機関） 



UNOPSのドナー及びパートナー



UNOPSの3つの事業柱

UNOPSは完全なプロジェクトベース組織であり、80カ国以上で
1000を超える数のプロジェクトを実施しています。

Infrastructure
Project 
Management Procurement



2017年の達成状況 総額18億米ドル以上
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以上に価する10億＄
パートナーへの物資・サービスの提供

35
学校の設計、建設、修復

以上
210万日

労働日数の創出

2,300 km
道路の設計、建設、修復

317
74の病院と、243ヶ所の診療所の
設計、建設、修復

5億4000万＄
現地サプライヤーを通じた調達

校

施設
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UNOPSによる調達:アフガニスタン太陽光発電
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UNOPSによる調達:ウクライナ医療機器
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UNOPSによる調達:イラク救急車

38



UNOPSによる調達:イラク警察車両
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UNOPSによる調達:エチオピア警察バイク
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UNOPS調達：上手に活用する3つの方法
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前提として

▪ UNGM登録する

▪マーケット分析をして通常入札

その上で

①調達計画を知る：UNOPS調達年間計画を見る

②長期契約を狙う：UNOPS Long Term Agreement



①UNOPS調達年間計画を見る
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▪ エクセルでWebsiteからダウンロードすることが出来る



① UNOPS調達年間計画を見る
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① UNOPS調達年間計画を見る
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① UNOPS調達年間計画を見る
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① UNOPS調達年間計画を見る
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② UNOPS Long Term Agreementを狙う
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▪ 頻繁に調達されるものに関し、Globalな契約としてLong Term Agreementが
結ばれる。

▪ 複数年度契約

▪ 応札期間は4週間から8週間

▪ 複数社がLTAに選定され、案件によって使い分けられることもある



② UNOPS Long Term Agreementを狙う
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▪ 公示はUNGMにて

▪ 下記は2017年5月に出た太陽光ランタンやソーラーパネルのLTA事例



② UNOPS Long Term Agreementを狙う
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▪ 公示はUNGMにて

▪ 下記は2017年5月に出た太陽光ランタンやソーラーパネルのLTA事例



② UNOPS Long Term Agreementを狙う
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▪ 2017年5月に出た太陽光ランタンやソーラーパネルのLTA例；



まとめ　UNOPS調達：上手に活用する3つの方法
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①調達計画を知る：UNOPS調達年間計画を見る

②長期契約を狙う：UNOPS Long Term Agreement


